
令和 4年 1月定例記者会見 令和 4年 1月 6日（木）午前 11 時～

＜主な発表項目＞
○ 新型コロナワクチン 3回目接種について 【資料 1 頁】
・３回目追加接種を個別接種は２月１日（火）から、集団接種は２月５日（土）から実施する。
（昨年１２月には医療従事者等への追加接種を実施済）
・接種券は、２回目接種から２月接種時に８か月経過を迎える方の接種券を１月７日（金）に発送、１月
２６日（水）より予約受付を開始する。２月以降は２回目接種から７か月経過を迎える高齢者の接種券
を段階的に発送、予約受付を行う。
・予約受付に関しては１、２回目の予約受付と同様、インターネット及びコールセンターで行うが、予約
が取れない方への対応としてイオンモールとなみに「予約受付サポート特設コーナー」を設置する。

○ 令和 2年国勢調査について
・令和２年の国勢調査の確定値の発表があり、本市の人口は県内第４位の市になった。
・国勢調査において、オンライン調査（パソコン・スマートフォン）による回答を積極的に推進し、その
成果を上げた地方自治体として総務大臣表彰を受賞した。

・オンライン回答率が 50.4％（市としては県内第１位）と高回答率（全国平均 37.9％）であったが、これ
は行政ができることではなく、調査にご協力いただいた調査員・指導員をはじめ、調査票提出にご協力
いただいた市民の皆さまのおかげにより達成できたものである。

○ 成人式について
・１月９日（日）１０時から実施する。（対象者は５７２名）
・全席座席指定とし、地区毎の受付や入場行進は行わず、新成人の集合時刻を５分刻みで指定。
・昨年は中止とした、実行委員の企画「集いの広場」を行うほか、ご家族の入場も、新成人１名につき１名
まで可能とする。
・昨年行った、新成人やご家族に限定した成人式のＬＩＶＥ動画配信は行わない。

○ 第 36回春を呼ぶチューリップ展について 【資料 2～3 頁】
・２０２２となみチューリップフェアのプレイベントである「第３６回 春を呼ぶチューリップ展」を
開催する。
・春を呼ぶチューリップ展は、チューリップ１万本（鉢花 5,000 本、切花 5,000 本）とプリムラなど、
早春の花々を配置し、ひと足早い春の訪れを体感できるイベントである。会場にはミニ SL が走り、
子どもから大人までご家族で楽しめるほか、期間を通して「砺波切花研究会」のチューリップ切花を販
売する。
・１月２７日（木）の開会式には認定こども園出町青葉幼稚園の５歳児が花を添えてくれる。

○ 新年度一般会計予算編成について 【資料 4 頁】
・令和４年度は、今年度策定する「第２次砺波市総合計画」後期計画の初年度（後期計画５年間）にあたる
ことから、着実な事業展開と財政の健全運営の双方を更に強く推進する必要がある。特に、新しい
「１０ＷＡＶＥプロジェクト」については、今年度着手した事業を取り込み継続推進を図るなど、
ブラッシュアップしたところであり、その波及効果も期待しながら、事業の着実な進捗に努めることで、
本市の豊かさ暮らしやすさに更に磨きをかける。
・新型コロナウイルス感染症対策としては、ワクチン接種など感染防止策や基金による新型コロナウイル
ス感染症対応資金等利子補給金の支給などの経済支援策を新年度も継続実施するとともに、今後具体化
していく国の補正に対応した事業と一体的に運用し、切れ目なく適時適切に実施する。
・新年度は、庄川地域の保育所の統合による保育環境の充実を図るほか、デマンドタクシーについて予約
配車システムを導入し、運行エリアについてもさらに拡大し、交通弱者の利便性の向上と市営バスの
運行費用の節減を図る。
・砺波の誇るべき散居景観を守り次世代へつなぐため、剪定枝を無料で受け入れる「剪定枝リサイクル
大作戦」を１１月と３月の２回行い、自治会単位で回収した剪定枝を指定場所へ収集し市が運搬・処理
を行う。次回は３月２６日（土）、２７日（日）の２日間で「春の剪定枝リサイクル大作戦」を実施する。

・これまで、自治会等で役員や有志が協力し運搬を手伝うなど、地域ぐるみの「共助」の取組も見受けられ
るほか、昨年１２月に砺波高校生から、屋敷林を後世に残すために学生ボランティアの協力をとのご提
案もいただいたので、春の剪定枝リサイクル大作戦でご協力いただけないか砺波高校と調整をしている。
・今後も、年齢問わず、みんなが連携し一体となって、屋敷林保全支援に取り組んでいきたい。


